
第４８回 米国生薬学会 
■２００７年７月１４日～１８日　米国メイン州・ポートランド 
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■日本語要約 
これまでの報告として、糖尿病においては肝、大腸、膵臓がん、

また他のがんの発生の危険性が増加することが認知されてきた。
ただ現時点では、まだ明確なその関連性が証明されていない。 
タンパク質が増加するグルコースのような糖質と共存すると、それ

らは非酵素的に糖化、酸化が進む。タンパク質の非酵素的反応に
より最終的な物質として、後期段階生成物（AGE）が産生する。 
糖尿病疾患者においては、高血糖の結果、AGEの濃度が上昇し、

その過剰によりAGE受容体を通した細胞変化、ラジカルの発生により
組織の傷害を起す。その試験として、SENCARマウスに１００μgの
HAGE（ヒトアルブミンの後期段階生成物）を発がんイニシエーション
として処理し、１μgのTPAで発がんプロモーションとして週２回処理する。 
今回の検討として、ウルソール酸と伝統生薬であるタベブイア・

アベラネダエに関して進めた。イニシエーション処理の前後１週間、
試料を作用させ発現してくる腫瘍の発生遅延、発生率、発生数に
おいて、統計的に有意になる作用を示した。この結果と先に発表
した資料から考察すると、これらのデータは、ウルソール酸と抽出液が
重要ながん予防作用を示し、臨床応用に向けて、げっ歯類を用いた
天然物試験での基礎的な成果として重要と考えている。 

P-012S

｢Cancer chemopreventive activity of a traditional plant against advanced glycation 
endproduct-induced carcinogenesis」 
後期段階生成物誘発発がんに対する伝統植物のがん予防活性 

48th Annual Meeting of the American Society of Pharmacognosy

Harukuni Tokuda (Department of Biochemistry, Kyoto Prefectural University of Medicine), Akira Iida (Faculty of Pharmacy, Takasaki 
University of Health and Welfare), others

第５５回 国際薬用植物研究会議 
■２００７年９月２日～６日　オーストリア・グラーツ 
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■日本語要約 
タベブイア・アベラネダエの乾燥パウダーエッセンスならびにその
活性成分であるNQ８０１に関し、研究プロジェクトの一部として、その
抗腫瘍、抗発がんプロモーターの性質の検討を行った。タベブイア・
アベラネダエ（TA）は、地球上においてブラジルから北部アルゼン
チンに渡る南米に自生する樹木で、薬用植物として５００年以上に
亘って種々の疾患に対して伝承薬物として使用されてきた。ブラ
ジル産であるこの樹木の内部樹皮は、アジアでは主に飲料茶として
供給されている。新しい分析法として、ヒト由来のリンパ腫である
Raji細胞を用いて抗発がんプロモーター、発がんプロモーターを単鎖
脂肪酸と発がんプロモーターの相乗効果を用いて迅速で簡便に
スクリーニングをする方法を用いて、抗発がんプロモーター、がん
予防剤の検討を行った。加えてわれわれは、更に進めた試験として、
DMBAにてイニシエーションを行い、続いてTPA1.7nmolを塗布
する、新しい発がんモデルであるマウス皮膚二段階発がん験と
他のモデルを用いて行った。これらの結果は、ヒトがん予防を目的
とした、植物由来サプリメントのさらなる開発に向けての基礎的データ
を供給するものである。 

｢Chemopreveneive effects of Brazilian Traditional medicine, Tabebuia avellanedae on 
in vitro and in vivo carcinogenesis system」 
試験管内、動物試験系を用いたブラジル産薬用植物タベブイア・アベラネダエのがん予防効果 

55th International Congress and Annual Meeting of the Society for Medicinal Plant Research

Harukuni Tokuda (Department of Biochemistry, Kyoto Prefectural University of Medicine), Akira Iida (Faculty of Pharmacy, Takasaki 
University of Health and Welfare)
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